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未利用排熱を利用した熱電発電技術の普及の為、熱電モジュールにおける変換効率の標準的な評

価法の確立が望まれている。熱電モジュールの代表的な評価法として、(i) 熱流計によりモジュールへの

投入熱量を測定する「熱流計測法」、(ii)ガードヒーターを用い、電力測定により熱流を測定する「ガードヒ

ーター法」、(iii)電圧測定からモジュールの無次元性能指数を計測し、理論解析から熱電変換効率を推

定する「交流ハーマン法」の３種類の測定法が報告されている[1]。しかし、これまで同一測定環境下での

比較実験の報告は少なく[2-5]、特に(i)から(iii)の３種類の測定法について、直接比較した報告はなかっ

た。そこで我々は、同一の熱電モジュールを用い、異種方式間の熱電変換効率の直接評価を行うことに

した。今回は、熱流計測法、ガードヒーター法、交流ハーマン法を用いた熱電モジュール評価装置を開

発し、それぞれの装置で得られた熱電モジュールの熱電変換効率の予備的結果について報告する。 

 熱流計測法、ガードヒーター法については、モジュールをヒーターで挟み込み 0.5 MPa の一軸圧力下

で固定した。接触面には界面の熱抵抗を抑えるため、シリコングリースを用いた。交流ハーマン法ではモ

ジュール片面をヒーター上に設置して温度調整を行った。真空チャンバー内の真空度は 10-3 ~ 10-4 Pa で

あった。測定はビスマステルル系材料で構成される市販の熱電発電モジュールを用いて行った。 

Fig. 1 に各手法を用いて得られた熱電変換効率ηの温度

差依存性を示す。モジュール低温側の温度 Tc は 303 K、高

温側 THとの温度差を∆Tとしてプロットしている。交流ハーマ

ン法では、電流実効値 Iex = 100 mA、 交流周波数 f = 10 

Hz でモジュールの無次元性能指数の測定を行い、パイ型

素子の理論解析式からηを導出した。各手法において、∆T 

= 100 Kでηは 3.8 %から 4.2 %となり、今回の測定温度範囲

では 3 種類の測定法で近い値で収まる結果が得られた。講

演では、これらの要因に加え、測定モジュール依存性につ

いても議論する。 
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Fig. 1 The thermoelectric efficiency η 
measured by the three methods at several 
temperature gradients ∆T. 
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